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概要

この記事では、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence に導入された待望の
Directory Uniform Resource Identifier（URI）機能における Jabber の機能方法に関する現状の問
題点について説明します。

問題

現在、Presence バージョン 10.5.1 は Directory URI をサポートしています。ただし一部のクライ
アントはこの機能をサポートしていません。Directory URI のサポートについて詳しくは、『IM
and Presence サービス ネットワークの設定』の「IM アドレス設定の要件」セクションを参照し
てください。

この抜粋では、Cisco Jabber for Windows クライアントがこの機能をサポートするものとして説
明します。ただし現時点では、Directory URI をサポートするリリース済みの Jabber クライアン
トは存在しません。具体的には、Jabber バージョン 10.5.x 以前は Directory URI をサポートして
いません。Jabber バージョン 10.6 は、Directory URI を将来的にサポートする可能性もあります
が、現時点では確実ではありません。

解決方法

/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/configAdminGuide/10_5_1/CUP0_BK_CE43108E_00_config-admin-guide-imp-105/CUP0_BK_CE43108E_00_config-admin-guide-imp-105_chapter_0110.html#CUP0_TP_IE273735_00
/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/configAdminGuide/10_5_1/CUP0_BK_CE43108E_00_config-admin-guide-imp-105/CUP0_BK_CE43108E_00_config-admin-guide-imp-105_chapter_0110.html#CUP0_TP_IE273735_00


   

Jabber は Directory URI をサポートしていないため、UserID@{[Default Domain] に IM and
Presence を設定する必要があります。これを設定するには、Presence サーバの管理 Web ペー
ジに移動し、[Presence] > [Advanced Presence Settings] を選択し、[IM Address Scheme] ドロッ
プダウン メニューから [UserID@[Default Domain]] を選択します。
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